
 

 

 

 

 

 

 

人の役に立つ喜びを知る子 
校長 鶴岡 武臣 

 

先日はお忙しい中、本校の運動会にお越しいただきありがとうございました。 

運動会前の全校朝会では、「リレーで大きく差がついたとき」というテーマで話をしました。もう追い

つけないという差でバトンをもらって、最後まで全力疾走を見せた A さんと、ダントツのトップでバト

ンをもらってゴール前でふざけながらゴールした B さんの話です。子どもたちはその話を真剣に聞いて

いましたが、本番の子どもたちの様子を見ていて、そんな話をしなくても最後まで全力で走る子たちな

のだなと思いました。そして、保護者や地域の方々の励ましや応援によって子どもたちのモチベーショ

ンが大きく高まったことを改めて感じました。 

 

さて、運動会の実施に当たり、高学年の児童はそれぞれ「係」の仕事を受け持ち、その役割にプライド

をもって活動してきました。「もう、運動会を作る側なんだよ。」と話すととてもうれしそうに仕事をして

くれます。指示を受けていないことについても、自分たちで考えて積極的に動いていきます。この子ども

たちの自主的な活動なしに運動会の運営はできません。 

このようないい仕事は「やりなさい。」と言われてできることではありません。また、「ほめられたい」

という気持ちだけでも、ここまではやれません。「やりたい。」という自発的な気持ち、強いモチベーショ

ンがあるからこそ、大人の予測を超えた行動が生まれるのです。 

 

子どもたちの生活の中で、そういったモチベーションが上がるきっかけは様々ありますが、私は、その

中でも「人の役に立つ喜び」をたくさん感じさせることが大切だと思っています。大人にとっても子ども

にとっても「今、自分は人の役に立っている」という充実感は、他のものには代えがたい喜びではないで

しょうか。例えば、子どもたちはお手伝いが大好きです。いつのまにか未公認の「お手伝い係」なるもの

を作って、「困ったことがあったら言ってください。」なんて申し出てくることがあります。また、高学年

で「家族に言われてうれしい言葉」をアンケートで調べると、「えらいね。」「すごいね。」より、「ありが

とう。」「すごく助かるよ。」の方が上位に入ってきます。ぜひ、ご家庭でもチャンスを見付けて子どもに

頼ってみてください。そして、「ありがとう。助かるよ。」と伝える場面を増やしてみてください。きっと

子どもは素敵な笑顔を返しつつ、心を成長させていくと思います。 

高ヶ坂小学校の子どもたちが、これから出会うたくさんの仲間の中で

「〇〇さんは、いつもみんなのために動いてくれる。あの人がいてくれて

よかった。」と言ってもらえる人に成長することを心から願っています。 

そして、高ヶ坂小学校には、「子どもたちのために」という思いをもった

たくさんの方が関わってくださっており、本当に感謝でいっぱいの毎日で

す。私もできる限りのことをしていきたいと思います。これからもよろし

くお願いします。 

２ ０ ２ ６ 年 ５ 月 ２ ９ 日 

町 田 市 立 高 ヶ坂 小 学 校 

校 長   鶴 岡  武 臣 

学 校 だより   ６ 月 号 



６月行事予定 最終下校時刻（予定） 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
 


